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(1) 双結晶に圧延加工を与えると，圧延方向と圧延面の方位が [l11J に近い結晶は加工硬化が著しい。また，圧延後，
再結晶させると結晶粒中央部と粒界から 500μm の領域に再結晶が形成され易いことを明らかにしている。
(2) 双結晶とその構造単結晶の引張変形挙動を比較し粒界の粒内変形への寄与を明らかにしている。
(3) 結晶粒界が引張り方向に平行な 3結晶に引張り変形を与え，構成単結晶の変形応力と比べている。その結果， 3結
晶の変形応力は混合員IJから計算した変形応力より大きく，粒界の変形に対する効果は極めて大きいことを明らかにし
ている。また粒界近くには粒内に比して，高密度の転位の存在を明らかにしている。
以上のように，本論文は粒界の変形に対する寄与を双結品と 3結晶を用いて明らかにしており，金属材料士学に寄与
するところ大である。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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